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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、現代スポーツの公共性の概念を文化としてのスポー

ツの観点から明らかにし、国際比較の視点を交えて、その成立の背景とこれから求められるス

ポーツの公共性のあり方を検討することである。結果として、国家的公共性から市民的公共性

への転換を経て、現代スポーツのグローバルな文化性によって発揮される「新しい公共」の概

念の重要性が指摘され、これを政策レベルで具体化していくことが重要であるとの結論を得た。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to clarify a concept of the public 
nature of the modern and contemporary sports from the viewpoint of the cultural sociology, 
to consider how ideal way of the public of the background of the approval and sports are 
asking for with an aspect of international comparison. As a result, we pointed out the 
importance of the concept of "new publicness" changing from national publicness to the 
civil one through a global culture of modern and contemporary sports. It is important to 
study how this concept demonstrates in the policy level in the future.  
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１．研究開始当初の背景 
（1）アテネ・オリンピックの驚異的な視聴
率に見られるように、今日、現代スポーツは
広く国民全体に浸透し、そのメディア・バリ
ューは一層高まっているように思われる。し

かし、その一方で、現代スポーツの社会的価
値は、メディアを中心とした政治的、経済的
利害によって左右され、その影響がドーピン
グをはじめとして現代スポーツそれ自体を貶
めたり、社会からの支持を失ったりする結果
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を招く危険性をはらんでいる。すなわち、大
衆化された現代スポーツにおける公共的な価
値は、巨大な社会の利害構造との関係におい
てスポーツの側から、その公共的価値の何を、
どのように守る必要があるのか、あるいは何
を、どのように創造していく必要があるのか
について、再検討することが求められている
のである。 
 
（2）前世紀（20 世紀）におけるスポーツの
公共的な価値は、近代スポーツの発展を促し
た英国パブリック・スクールの教育的資源を
モデルとして、近代国家の国民形成にかかわ
る、いわば「上からの公共性」によって担保
されてきた。我が国においても、近代先進国
をめざすエリート教育の手段としてこのモデ
ルが採用され、運動部活動を通じた伝統的価
値として承認されてきた経緯がある。また、
大衆レベルの教育的資源としての近代スポー
ツは、体育の内容としてその公共的価値を心
身の健全な発達、及び全人格形成の手段とし
て承認されてきた。そこには、近代スポーツ
の公共的価値が国民国家形成をめざす「上か
らの」政治的課題を達成する手段としてとら
えられ、国家から守られた公共性としてその
価値が承認されてきたのである。 
 
（3）このような歴史的経緯のもとで、近代
スポーツ制度や近代スポーツ組織を構成する
スポーツ「界」が国家や企業、学校に対する
依存体質を深め、現代スポーツに対する人び
との文化的関心に無自覚であり、文化として
のスポーツがもっている公共的な価値に無関
心であったことは否めない事実であろう。こ
こでは、明らかにスポーツ・リベラリズムの
伝統に支えられたアマチュアリズムが国家的
な公共性を後ろ盾として維持されており、激
動する現代社会のスポーツの新たな社会的機
能を文化としてのスポーツから発揮する可能
性を阻害している現状がみられる。これに対
して現代スポーツは、高度大衆消費社会にあ
って、その文化的性格を「下からの」公共性
として自律的に発揮し、現代社会における生
活課題と政治課題とを収斂していく実践的、
具体的可能性に拓かれていると考えられるの
である。 
 
（4）さて、スポーツ社会学の領域では、「文
化としてのスポーツ」というフレーズがすで
に一般化されており、またそのタームは一般
社会においても徐々に広まりつつある。しか
し、上記のような歴史的経緯から、文化とし
てのスポーツの考え方が、スポーツの公共性
をどのように担保し、発展させていく可能性
があるのかについては具体的に論じられてい
ない。また、スポーツ文化が上記のような公
共的文化としてどのような社会的機能を発揮

することで、新たな公共性構築の起点となり
えるのかに関する本格的な文化社会学的研究
は行われていない。 
 
２．研究の目的 
（1）「文化としてのスポーツ」が、なぜ、ど 
のように「公共性」と結びつき、それがなぜ
現代スポーツでは新たな公共性を構築するこ
とに結びつくのかに関する理論的課題を文化
社会学的観点から明らかにし（文献的研究が
中心）、 
 
（2）この新たな「公共性」と結びつく現代
スポーツ文化における組織的、制度的な可能
性を内外の事例調査（主に欧米を中心とする
自立的なプロ・スポーツ文化および企業、地
域、学校等とスポーツの文化的特性との新た
な関係における公共性の萌芽）によって示し
ながら（海外調査が中心）、 
 
（3）その結果を我が国の企業スポーツ、地
域スポーツ、学校スポーツ等々の具体的なあ
り方（インタビューを中心とする現在の実態
調査および資料収集による国内調査が中心）
に適用して、現代スポーツが構築しえる新た
な公共性構築の道筋とその実践的可能性を明
らかにすること 
 
３．研究の方法 
 研究の目的で指摘したように、 
（1）の目的に対しては、文献研究 
（2）の目的に対しては、海外における資料
収集とインタビュー調査 

（3）の目的に対しては、国内における資料
収集とインタビュー調査 

 が、それぞれ採用された。 
 
４．研究成果 
（1）研究 1年次目の目的は、①文化としての
「現代スポーツの公共性」概念の定義、②既
存スポーツシステム関係者による現代スポー
ツのとらえ方に対する限界、③海外事例（イ
ギリス）における現代スポーツの公共性に関
する概念モデル、等々を明らかにした。①に
ついては、わが国のスポーツ概念が近代スポ
ーツと体育概念の強固な癒着によって形成さ
れ、その呪縛から逃れられない現状およびシ
ステムがあり、近代スポーツから現代スポー
ツへの変化をとらえる理念型をさらに検討し
ていく必要性が示唆された。②については、
１）との関連からわが国の既存スポーツシス
テムが体育的理念に基づくイベント中心型シ
ステムとなっており、各スポーツ組織が種目
別大会運営組織の限界を有していること、ま
たその限界に気づかない人的リクルート（運
動部活動を基盤とするボランティア・リクル
ート）になっているため、そこにきわめて構



 

 

造的な問題が潜んでいることが明らかとなっ
た。③については、イギリスにおいて階級的
差異を前提とした明確なスポーツ政策（体育
政策ではない）が意識され、スポーツの文化
的要素がもつ社会的普遍性を公共的役割に転
換しようとするパワーが存在していることが
明らかとなった。しかし、2012 年のロンド
ン・オリンピック開催は、メダル獲得をめざ
す国家的戦略の下でこれまでの公共性概念を
高度化スポーツにおけるそれに集中させよう
とするパワーが働いていることも明らかにな
った。以上のような 1年次の研究成果から、2
年次では現代スポーツの文化性に関連する近
代スポーツとの比較検討を中心に、わが国の
体育システムとスポーツシステムとを概念的
に峻別する社会学的議論を本格的に展開する
必要があることが理解された。そのためには、
わが国における文化とスポーツをめぐる歴史
社会学的な受けとめ方の再検討を通じて、現
代スポーツのシステム論的課題をさらに追求
していく必要があった。 
 
（2）研究 2年次の目的は、①諸外国の文献を
中心に「文化としてのスポーツ」概念の歴史
的経緯とその概念構成に関する分析及びデー
タベースの作成、②我が国のスポーツシステ
ムにおける体育的言説の特徴とその背景に関
する分析、③主に総合型地域スポーツクラブ
の現状と成果に関する教育的スポーツ文化言
説の可能性と限界、等々を明らかにすること
であった。①については、近代イギリスのレ
ジャー・クラスとスポーツ教育からみた「文
化としてのスポーツ」のとらえ方の違いが明
らかにされ、②については、①におけるレジ
ャー・クラスの欠落が近代日本のスポーツ概
念の成立に大きな影響を及ぼし、近代体育の
概念にスポーツが包摂される限界が明らかに
なったこと、③については、①にみられる歴
史社会的影響が現代スポーツの公共性を市民
的公共圏のそれとして解釈させることを拒む
要因になっていることが明らかにされた。そ
の結果、3 年次においては、産・民アクター
から同様なアプローチが必要とされることが
理解された。 
 
（3） そこで、第 3 年次では、現代スポーツ
の公共性を担う新たなアクターとして産・民
の視点からのアプローチが必要であることか
ら、現代社会における両アクターの課題を明
らかにしつつ、両者からみた文化としてのス
ポーツの受けとめ方と需給関係の特徴を把握
しようとした。その際、これまで明らかにし
てきた体育的需給関係およびその言説的特徴
との比較から、現代スポーツの公共性を担う
両アクターの言説的特徴を明らかにしょうと
したが、この点は未だに今後の課題として残
された。 

（4）「本研究の成果は、2008 年 7 月に開催
さ れ た  International Sport Sociology 
Association(ISSA)と日本スポーツ社会学会
の共催による国際会議（京都大学）において
一応の総括の機会が与えられ、これまでの研
究成果を「スポーツと公共圏」のシンポジウ
ムにおいてコーディネートするとともに、内
外の研究者たちと本研究課題に対する資料収
集や意見交換によってさらに補完された。以
下は、本研究の成果に基づくテーマ設定の趣
旨である。 
（テーマ設定の趣旨）「公共圏」それ自体の概
念はハーバーマスに由来するが、彼のこの概
念は、市民的なコミュニケーションによる公
共空間（市民的公共圏）の歴史的形成過程と
その規範的概念の重要性を指摘したものであ
った。そこでは、近代政治体制とは別の、批
判的公共圏として機能する近代的コミュニケ
ーションとして、この公共圏を擁護しようと
する立場があり、その可能性を追求すること
が強調された。それは、彼の「未完の近代」
というテーゼとともに一般化されていると思
われる。したがって、この批判的公共圏の機
能からみれば、近代以降、顕著に現われた福
祉国家体制は、その機能をむしろ著しく減退
させ、上からの公共性を市民が一方的に受容
し、これに依存する「受容的公共圏」を形成
しているとされ、その歴史的な構造転換が鋭
く批判されたのであった。これまでスポーツ
は、とくに近代スポーツの誕生以降、既成の
国家的ナショナリズム、リベラリズム、アマ
チュアリズム等々との関係から多くの問題が
論じられてきたが、ハーバーマスが提起した
このような「公共圏」の概念からラディカル
なレベルで論じられることはあまりなかった。
ところが、一方でこの概念は 1990 年前後の
東西冷戦の終結とＩＴ化、グローバル化とい
う新たな社会変動による影響から、その公共
的コミュニケーション空間（公共圏）の可能
性を再び問い直され始めている現状にある。 
このような公共圏の変遷とスポーツとはどの
ように関連し、現代社会におけるスポーツは
どのような公共圏として具体的に立ち現われ
ているのであろうか。ここでは、スポーツと
公共圏との関係について、①その担い手の階
級や政治的性格の歴史社会的変遷から明らか
にしながら、②現代社会におけるスポーツと
公共圏の具体的な現象を各国のスポーツ政策
から読み解き、③その比較社会学的な理解か
ら近未来におけるスポーツ「からの」公共圏
形成の可能性と課題とは何か、等々、につい
て議論することが期待されるのである。 
 
（5）以上、簡単に本研究の目的とそのため
に行われた年次進行による研究内容を賞紹介
した。本報告書の各論文は、それぞれ扱う内
容を異にしながらも、これまで述べてきたよ



 

 

うな趣旨から展開されたものであり、独立し
ながらもつながっていると考えている。さて、
本研究を通じて残された課題はあまりにも多
いが、その一例として戦後日本で初めて本格
的に起こった政権交代による「新しい公共」
の概念とスポーツとの関係、とりわけスポー
ツ政策の公共性をどのように考え、展開して
いくのかという課題があげられよう。そこで、
今後は、我が国のこれまでのスポーツ政策の
あり方を社会学的な「公共性」の観点から批
判的に検討し、これからのスポーツと政治、
政策の枠組みを再検討するとともに、欧米お
よびアジア圏におけるスポーツ政策の現状と
課題を明らかにしながら、我が国の今後のス
ポーツ政策の目的、内容、方法について新た
な公共性概念にもとづくビジョンを提言する
ことが求められているように思われる。した
がって、本研究を発展させていくために、①
歴史社会学的観点からスポーツと公共性の関
係に関するこれまでとこれからを内外文献に
よって整理し、②この枠組みにもとづいて欧
米及びアジアの現状と課題を調査し、③我が
国におけるこれからのスポーツ政策システム
をビジョンとして示す課題が残されていると
考えられる。 
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